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(57)【要約】
　本開示によれば、ランプアセンブリの入力からランプ
アセンブリの負荷へのエネルギーの送達を制御するため
の制御回路が採用される。当該制御回路は、入力から負
荷（例えば、１つ以上の発光ダイオードを含む）に第１
の量のエネルギーを伝えて、負荷に伝えられるべきユー
ザが所望する量のエネルギーを示す調光器の制御設定に
従って、負荷がランプアセンブリの外部に光を発生させ
ることをもたらす。当該制御回路はまた、入力から第２
の負荷に第２の量のエネルギーを伝えて、第２の負荷（
例えば、１つ以上のより低効率の発光ダイオードを含む
）がランプアセンブリの外部に第２の量のエネルギーを
散逸させることももたらし、ここで、第２の量のエネル
ギーは、第１の量のエネルギー以外の入力信号中に存在
するエネルギーを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランプアセンブリの入力から前記ランプアセンブリの負荷へのエネルギーの送達を制御
するための制御回路を含む装置であって、前記制御回路は、
　前記ランプアセンブリの前記入力に対する入力信号から、前記入力に電気的に結合され
た調光器の制御設定を決定し、
　前記入力から前記負荷に第１の量のエネルギーを伝えて、前記負荷が前記制御設定に従
って前記ランプアセンブリの外部に光を発生させることをもたらし、前記制御設定は、前
記負荷に伝えられるべきユーザが所望する量のエネルギーを示し、
　前記入力から第２の負荷に第２の量のエネルギーを伝えて、前記第２の負荷が前記ラン
プアセンブリの外部に前記第２の量のエネルギーを散逸させることをもたらし、前記第２
の量のエネルギーは、前記ランプアセンブリと一体化した電磁干渉フィルタから導かれる
反応エネルギーを含む、
装置。
【請求項２】
　前記第２の負荷が、約５７０ｎｍと約６１０ｎｍとの間の波長の可視光を発生させるラ
ンプを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ランプが、発光ダイオードを含む、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１の負荷が、白色光を発生させる別のランプを含む、請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１の負荷が、前記第２の負荷の電力効率よりも大幅に高い電力効率を有する、請
求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記第２の量のエネルギーが、前記調光器と前記ランプとの間の互換性を確保にするこ
とに伴う反応エネルギーを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　ランプアセンブリの入力から前記ランプアセンブリの負荷へのエネルギーの送達を制御
するための制御回路を含む装置であって、前記制御回路は、
　前記ランプアセンブリの前記入力に対する入力信号から、前記入力に電気的に結合され
た調光器の制御設定を決定し、
　前記入力から前記負荷に第１の量のエネルギーを伝えて、前記負荷が前記制御設定に従
って前記ランプアセンブリの外部に光を発生させることをもたらし、前記制御設定は、前
記負荷に伝えられるべきユーザが所望する量のエネルギーを示し、
　前記入力から前記ランプアセンブリ内の電圧調整器に第２の量のエネルギーを伝え、前
記電圧調整器は、前記ランプアセンブリ中に存在するデバイスに電気エネルギーを供給し
、前記第２の量のエネルギーは、前記調光器に関連する反応エネルギーを含む、
装置。
【請求項８】
　前記ランプアセンブリ中に存在する前記デバイスが、無線トランシーバを含む、請求項
７に記載の装置。
【請求項９】
　前記第１の負荷が、ランプを含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　ランプアセンブリの入力から前記ランプアセンブリの負荷へのエネルギーの送達を制御
するための方法であって、
　前記ランプアセンブリの前記入力に対する入力信号から、前記入力に電気的に結合され
た調光器の制御設定を決定するステップと、
　前記入力から前記負荷に第１の量のエネルギーを伝えて、前記負荷が前記制御設定に従
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って前記ランプアセンブリの外部に光を発生させることをもたらすステップであって、前
記制御設定は、前記負荷に伝えられるべきユーザが所望する量のエネルギーを示すステッ
プと、
　前記入力から第２の負荷に第２の量のエネルギーを伝えて、前記第２の負荷が前記制御
回路の外部に前記第２の量のエネルギーを散逸させることをもたらすステップであって、
前記第２の量のエネルギーは、前記ランプアセンブリと一体化した電磁干渉フィルタから
導かれる反応エネルギーを含むステップと
を含む、方法。
【請求項１１】
　ランプアセンブリの入力から前記ランプアセンブリの負荷へのエネルギーの送達を制御
するための方法であって、
　前記ランプアセンブリの前記入力に対する入力信号から、前記入力に電気的に結合され
た調光器の制御設定を決定するステップと、
　前記入力から前記負荷に第１の量のエネルギーを伝えて、前記負荷が前記制御設定に従
って前記ランプアセンブリの外部に光を発生させることをもたらすステップであって、前
記制御設定は、前記負荷に伝えられるべきユーザが所望する量のエネルギーを示すステッ
プと、
　前記入力から前記ランプアセンブリ内の電圧調整器に第２の量のエネルギーを伝えるス
テップであって、前記電圧調整器は、前記ランプアセンブリ中に存在するデバイスに電気
エネルギーを供給し、前記第２の量のエネルギーは、前記調光器に関連する反応エネルギ
ーを含むステップと
を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１４年７月１６日に出願された米国仮特許出願第１４／３３２，９３１
号に基づく優先権を主張し、これは参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
開示分野
　本開示は、概して、電子工学の分野に関し、より具体的には、照明システムに関連する
調光器の所望の動作を維持するためのシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　多くの電子システムは、調光器と連動するスイッチング電力変換器又は変圧器などの回
路を含む。この連動する回路は、調光器により設定された調光レベルに従って電力を負荷
に送達する。例えば、照明システムにおいては、調光器は、入力信号を照明システムに提
供する。この入力信号は、調光レベルを表すものであり、これにより、照明システムは、
ランプに送達される電力を調整し、その調光レベルに応じてランプの輝度を増減させる。
多くの異なる種類の調光器が存在する。概して、調光器は、交流（「ＡＣ」）入力信号の
一部が除去された又は取り除かれた出力信号を発生させる。例えば、一部のアナログベー
スの調光器は、交流電源電圧の各周期の位相角を調整するために交流用三極管（「トライ
アック」）デバイスを利用する。この電源電圧の位相角の調整は、一般的に、電源電圧の
「位相カット」とも称される。電源電圧の位相カットは、負荷（例えば、照明システム）
に供給される平均電力を低下させ、それにより、負荷に提供されるエネルギーを制御する
。
【０００４】
　トライアックベースの位相カット調光器の特定の種類のものは、リーディングエッジ調
光器として知られている。リーディングエッジ調光器は、ＡＣ周期の開始から位相カット
を行うものであり、その結果、調光器は、位相カット角の間は「オフ」であり、出力電圧
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をその負荷に供給せず、次いで位相カット角の後に「オン」になり、位相カットされた入
力信号をその負荷に送ることとなる。適切な作動を確保するために、負荷は、トライアッ
クを開放するのに必要な電流より上の突入電流を維持するのに十分な負荷電流をリーディ
ングエッジ調光器に提供しなければならない。調光器によりもたらされる電圧の急激な上
昇及び調光器におけるコンデンサの存在のため、提供されなければならない電流は、典型
的に、トライアック伝導に必要な定常電流よりも大幅に大きい。さらに、定常作動におい
て、負荷は、トライアックの時期尚早の遮断を防ぐために必要とされる「保持電流」とし
て知られる別の閾値を上回ったままでいるための負荷電流を調光器に提供しなければなら
ない。
【０００５】
　図１は、トライアックベースのリーディングエッジ調光器１０２及びランプ１４２を含
む照明システム１００を描いている。図２は、照明システム１００に関連する例示的な電
圧及び電流のグラフを描いている。図１及び図２を参照すると、照明システム１００は、
電圧源１０４からＡＣ電源電圧ＶＳＵＰＰＬＹを受ける。電源電圧ＶＳＵＰＰＬＹは、例
えば、米国においては公称６０Ｈｚ／１１０Ｖの線間電圧又は欧州においては公称５０Ｈ
ｚ／２２０Ｖの線間電圧である。トライアック１０６は、電圧駆動スイッチとして作用し
、トライアック１０６のゲート端子１０８は、第１の端子１１０と第２の端子１１２との
間の電流の流れを制御する。放電開始閾電圧値ＶＦを上回るゲート端子１０８上のゲート
電圧ＶＧは、トライアック１０６がオンになることをもたらし、ひいてはコンデンサ１２
１の短絡をもたらし、電流がトライアック１０６を通って流れること及び調光器１０２が
出力電流ｉＤＩＭを発生させることを可能にする。
【０００６】
　ランプ１４２について抵抗型負荷を想定すると、調光器出力電圧ＶΦ＿ＤＩＭは、半周
期２０２及び２０４の各々のそれぞれの時間ｔ０及びｔ２における開始から、ゲート電圧
ＶＧが放電開始閾電圧値ＶＦに達するまでゼロボルトである。調光器出力電圧ＶΦ＿ＤＩ

Ｍは、調光器１０２の出力電圧を表す。タイマー期間ｔＯＦＦの間、調光器１０２は、調
光器出力電圧ＶΦ＿ＤＩＭが時間ｔＯＦＦの間ゼロボルトのままであるように、電源電圧
ＶＳＵＰＰＬＹをチョップ又はカットする。時間ｔ１において、ゲート電圧ＶＧは放電開
始閾値ＶＦに達し、トライアック１０６は伝導し始める。トライアック１０６がオンにな
ったら、調光器電圧ＶΦ＿ＤＩＭは、時間ｔＯＮの間、電源電圧ＶＳＵＰＰＬＹをトラッ
クする。
【０００７】
　トライアック１０６がオンになったら、トライアック１０６から引き出される電流ｉＤ

ＩＭは、トライアック１０６を開放するのに必要な閾値電流より上のトライアック１０６
を通る突入電流を維持するために、アタッチ電流（ａｔｔａｃｈ　ｃｕｒｒｅｎｔ）ｉＡ

ＴＴを超えなければならない。さらに、トライアック１０６がオンになったら、トライア
ック１０６は、電流ｉＤＩＭが保持電流値ｉＨＣを上回ったままでいる限り、ゲート電圧
ＶＧの値に関わらず、電流ｉＤＩＭを伝導し続ける。アタッチ電流値ｉＡＴＴ及び保持電
流値ｉＨＣは、トライアック１０６の物理的特性の関数である。電流ｉＤＩＭが保持電流
値ｉＨＣよりも低くなったら（すなわち、ｉＤＩＭ＜ｉＨＣ）、ゲート電圧ＶＧが再び放
電開始閾値ＶＦに達するまで、トライアック１０６はオフになる（すなわち、伝導を停止
する）。多くの従前の適用において、保持電流値ｉＨＣは、理想的には電源電圧ＶＳＵＰ

ＰＬＹが時間ｔ２における半周期２０２の終わり近くにおいて約ゼロボルトであるときに
電流ｉＤＩＭが保持電流値ｉＨＣよりも低くなるように、一般的に十分に低い。
【０００８】
　並列接続された抵抗器１１６及びコンデンサ１１８と直列になっている可変抵抗器１１
４は、ゲート電圧ＶＧが放電開始閾値ＶＦに達する時間ｔ１を制御するためのタイミング
回路１１５を形成する。可変抵抗器１１４の抵抗を増加させると、時間ｔＯＦＦが増加し
、可変抵抗器１１４の抵抗を減少させると、時間ｔＯＦＦが減少する。可変抵抗器１１４
の抵抗値が、ランプ１４２についての調光値を効果的に設定する。ダイアック１１９は、
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トライアック１０６のゲート端子１０８内に電流の流れを提供する。調光器１０２はまた
、調光器出力電圧ＶΦ＿ＤＩＭを平滑にするためにインダクタチョーク１２０も含む。当
該技術分野において知られているように、インダクタチョークは、より低い周波数の電流
又は直流が通過することを可能にしながら電気回路内のより高い周波数の交流（ＡＣ）を
阻止するように特異的に設計された受動二端子電子部品（例えば、インダクタ）である。
トライアックベースの調光器１０２はまた、電磁干渉を低減するために、トライアック１
０６及びインダクタチョーク１２０を跨いで接続されたコンデンサ１２１も含む。
【０００９】
　理想的には、調光器出力電圧ＶΦ＿ＤＩＭの位相角を調整することで、電源電圧ＶＳＵ

ＰＰＬＹの各半周期において、効果的に、ランプ１４２を、時間ｔＯＦＦの間はオフにし
、時間ｔＯＮの間はオンにする。よって、理想的には、調光器１０２は、調光器出力電圧
ＶΦ＿ＤＩＭに従ってランプ１４２に供給される平均エネルギーを効果的に制御する。
【００１０】
　トライアックベースの調光器１０２は、ランプ１４２が比較的多量の電力を消費する場
合（例えば、白熱電球）など、多くの状況において適切に機能する。しかしながら、より
省電力の負荷（例えば、発光ダイオード又はＬＥＤランプ）が調光器１０２に負荷される
状況においては、そのような負荷は、少量の電流ｉＤＩＭを引き出し得、電流ｉＤＩＭが
アタッチ電流ｉＡＴＴに達することができない可能性があり、また、電源電圧ＶＳＵＰＰ

ＬＹが約ゼロボルトに達する前に電流ｉＤＩＭが時期尚早に保持電流値ｉＨＣよりも低く
なる可能性もある。電流ｉＤＩＭがアタッチ電流ｉＡＴＴに達することができない場合は
、調光器１０２は時期尚早に接続を断つことがあり、その出力に入力電圧ＶＳＵＰＰＬＹ

の適切な部分を送らないことがある。電力ｉＤＩＭが時期尚早に保持電流値ｉＨＣよりも
低くなる場合は、調光器１０２は時期尚早に止まり、調光器電圧ＶΦ＿ＤＩＭは時期尚早
にゼロに下がるであろう。調光器電圧ＶΦ＿ＤＩＭが時期尚早にゼロに下がったときは、
調光器電圧ＶΦ＿ＤＩＭは、可変抵抗器１１４の抵抗値によって設定されるような意図さ
れた調光値を反映しない。例えば、電流ｉＤＩＭが調光器電圧ＶΦ＿ＤＩＭ２０６につい
てｔ２より著しく早い時間に保持電流値ｉＨＣより低くなったときは、オン時間ｔＯＮは
、時間ｔ２で終了するのではなくｔ２より早い時間に時期尚早に終了し、それにより、負
荷に送達されるエネルギーの量を減少させる。よって、負荷に送達されるエネルギーは、
調光器電圧ＶΦ＿ＤＩＭに対応する調光レベルと一致しないであろう。さらに、ＶΦ＿Ｄ

ＩＭが時期尚早にゼロに下がったときは、コンデンサ１１８及びゲート１０８に電荷が蓄
積し得、ゲート電圧ＶＧが同じ半周期２０２若しくは２０４の間に放電開始閾値ＶＦを超
えた場合にトライアック１０６が再び再始動することをもたらし、且つ／又はそのような
蓄積された電荷のためトライアック１０６が次の半周期において不正確に始動することを
もたらす。よって、トライアック１０６の時期尚早の遮断は、調光器１０２のタイミング
回路におけるエラー及びその作動における不安定性に繋がり得る。
【００１１】
　位相カット調光器の別の特定の種類のものは、トレーリングエッジ調光器として知られ
ている。トレーリングエッジ調光器は、ＡＣ周期の終了から位相カットを行うものであり
、その結果、調光器は、位相カット角の間は「オフ」であり、出力電圧をその負荷に供給
しないが、位相カット角の前は「オン」であり、理想的な場合においては、その入力電圧
に比例した波形をその負荷に送ることとなる。
【００１２】
　図３は、トレーリングエッジ位相カット調光器３０２及びランプ３４２を含む照明シス
テム３００を描いている。図４は、照明システム３００に関連する例示的な電圧及び電流
のグラフを描いている。図３及び図４を参照すると、照明システム３００は、電圧源３０
４からＡＣ電源電圧ＶＳＵＰＰＬＹを受ける。電圧波形４０２により示される電源電圧Ｖ

ＳＵＰＰＬＹは、例えば、米国においては公称６０Ｈｚ／１１０Ｖの線間電圧又は欧州に
おいては公称５０Ｈｚ／２２０Ｖの線間電圧である。トレーリングエッジ調光器３０２は
、電源電圧ＶＳＵＰＰＬＹの各半周期のトレーリングエッジ（例えば、トレーリングエッ
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ジ４０２及び４０４）を位相カットする。電源電圧ＶＳＵＰＰＬＹの各半周期が電源電圧
ＶＳＵＰＰＬＹの１８０度であるので、トレーリングエッジ調光器３０２は、０度より大
きく１８０度より小さい角度で電源電圧ＶＳＵＰＰＬＹを位相カットする。ランプ３４２
への位相カットされた入力電圧ＶΦ＿ＤＩＭは、調光レベルを表すものであり、これによ
り、照明システム３００は、ランプ３４２に送達される電力を調整し、よってその調光レ
ベルに応じてランプ３４２の輝度を増減させる。
【００１３】
　調光器３０２は、調光器制御信号ＤＣＳを発生させてスイッチ３１２のデューティサイ
クルを制御するタイマー制御器３１０を含む。スイッチ３１２のデューティサイクルは、
調光器制御信号ＤＣＳの各周期についてパルス幅（例えば、時間ｔ１－ｔ０）を調光器制
御信号期間（例えば、時間ｔ３－ｔ０）で除したものである。タイマー制御器３１０は、
所望の調光レベルをスイッチ３１２のためのデューティサイクルに変換する。調光器制御
信号ＤＣＳのデューティサイクルは、より低い調光レベル（すなわち、ランプ３４２にと
ってはより高い輝度）のためには小さくされ、より高い調光レベルのためには大きくされ
る。調光器制御信号ＤＣＳのパルス（例えば、パルス４０６及びパルス４０８）の間、ス
イッチ３１２は伝導し（すなわち、「オン」であり）、調光器３０２は低抵抗状態に入る
。調光器３０２の低抵抗状態において、スイッチ３１２の抵抗は、例えば、１０オーム以
下である。スイッチ３１２の低抵抗状態の間、位相カットされた入力電圧ＶΦ＿ＤＩＭは
入力電源電圧ＶＳＵＰＰＬＹをたどり、調光器３０２は調光器電流ｉＤＩＭをランプ３４
２に伝える。
【００１４】
　タイマー制御器３１０が調光器制御信号４０６のパルスの終了をもたらすと、調光器制
御信号４０６はスイッチ３１２をオフにし、これによって調光器３０２は高抵抗状態に入
る（すなわち、オフになる）。調光器３０２の高抵抗状態において、スイッチ３１２の抵
抗は、例えば、１キロオームより大きい。調光器３０２は、コンデンサ３１４を含み、コ
ンデンサ３１４は、タイマー制御信号ＤＣＳの各パルスの間、電源電圧ＶＳＵＰＰＬＹま
で充電される。調光器３０２の高抵抗状態及び低抵抗状態の両方において、コンデンサ３
１４は、スイッチ３１２を跨いで接続されたままである。スイッチ３１２がオフで、調光
器３０２が高抵抗状態に入ったとき、コンデンサ３１４を横切る電圧ＶＣは（例えば、時
間ｔ１～ｔ２の間及び時間ｔ４～ｔ５の間において）増加する。増加の割合は、コンデン
サ３１４のキャパシタンスＣの量及びランプ３４２の入力インピーダンスの関数である。
ランプ３４２の実効入力抵抗が十分に低ければ、それは、位相カットされた入力電圧ＶΦ

＿ＤＩＭが、調光器制御信号ＤＣＳの次のパルスの前に（例えば、時間ｔ２及びｔ５にお
いて）ゼロ交差まで減衰することを可能にするのに十分な高い値の調光器電流ｉＤＩＭを
可能にする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　調光器による光源の調光は、光源を操作する際のエネルギーを節約し、さらに、ユーザ
が光源の強度を所望のレベルに調整することを可能にする。しかしながら、抵抗型負荷（
例えば、白熱電球）用に設計された従来の調光器（例えば、トライアックベースのリーデ
ィングエッジ調光器及びトレーリングエッジ調光器）は、多くの場合、省電力ランプに関
連して使用され得るような反応負荷（例えば、電子電力変換器）に未処理の位相変調信号
を供給する場合には良好に機能しない。よって、そのような反応負荷を含む照明システム
は、典型的には、調光器が安定した様式で動作するように調光器と負荷との間の互換性を
達成するために、調光器及び照明システムの他の構成要素の反応エネルギーを処理するた
めの回路を含まなければならない。図５及び図６は、そのような反応エネルギーを処理す
るための公知のアプローチを採用した照明システムを描いている。
【００１６】
　図５の照明システム５００において、調光器電圧ＶΦ＿ＤＩＭは、調光器５０２の調光
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器制御設定（例えば、位相角）に従って所望のエネルギー出力をランプ５４２に提供する
ために、電力変換器５２２により出力電圧ＶＯＵＴに変換される。追加的な反応エネルギ
ー、付加電流を提供することに関連するアタッチエネルギー、又は照明システム５００中
に存在する他のエネルギーは、ランプアセンブリハウジングランプ５４２と一体化した散
逸回路５５２において散逸され得、よって熱を発生させ得る。一部の照明システム（例え
ば、２３０Ｖ電源に結合されたもの）においては、散逸回路５５２への散逸されるべきエ
ネルギーの量は著しいものであり得、電力変換器５２２の熱設計に対する課題を提起する
。
【００１７】
　図６の照明システム６００において、調光器電圧ＶΦ＿ＤＩＭは、調光器６０２の調光
器制御設定（例えば、位相角）に従って所望のエネルギー出力をランプ６４２に提供する
ために、電力変換器６２２により出力電圧ＶＯＵＴに変換される。さらに、追加的な反応
エネルギー、付加電流を提供することに関連するアタッチエネルギー、又は照明システム
６００中に存在する他のエネルギーもまた、その反応エネルギー、アタッチエネルギー、
又は他のエネルギーを散逸させるためにランプ６４２に供給され得る。図６に描かれたア
プローチは設計上の選択肢であるが、図６のアプローチはランプアセンブリの内部へのエ
ネルギーの散逸を回避するためにランプ６４２に散逸されるべきエネルギーを送るという
点で、それは図５におけるアプローチに勝るそれの利点を有し得る。しかしながら、その
ようなアプローチは、照明システム６００の調光範囲を制限し得る。例えば、図６に描か
れたアプローチは、ランプ６４２が最低でその最大出力レベルの２５％まで調光されるこ
とを可能にするという場合があり、よって望ましくない場合がある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本開示の教示によれば、照明システムにおいて調光器の所望の動作を維持することに関
連する特定の不利点及び問題点が軽減又は排除され得る。
【００１９】
　本開示の実施形態によれば、装置は、ランプアセンブリの入力からランプアセンブリの
負荷へのエネルギーの送達を制御するための制御回路を含み得る。この制御回路は、ラン
プアセンブリの入力に対する入力信号から、入力に電気的に結合された調光器の制御設定
を決定し、入力から負荷に第１の量のエネルギーを伝えて、負荷が制御設定に従ってラン
プアセンブリの外部に光を発生させることをもたらし（ここで、この制御設定は、負荷に
伝えられるべきユーザが所望する量のエネルギーを示す）、入力から第２の負荷に第２の
量のエネルギーを伝えて、第２の負荷がランプアセンブリの外部に第２の量のエネルギー
を散逸させることをもたらす（ここで、この第２の量のエネルギーは、第１の量のエネル
ギー以外の入力信号中に存在するエネルギーを含む）ように構成され得る。
【００２０】
　本開示のこれらの及び他の実施形態によれば、装置は、ランプアセンブリの入力からラ
ンプアセンブリの負荷へのエネルギーの送達を制御するための制御回路を含み得る。この
制御回路は、ランプアセンブリの入力に対する入力信号から、入力に電気的に結合された
調光器の制御設定を決定し、入力から負荷に第１の量のエネルギーを伝えて、負荷が制御
設定に従ってランプアセンブリの外部に光を発生させることをもたらし（ここで、この制
御設定は、負荷に伝えられるべきユーザが所望する量のエネルギーを示す）、入力からラ
ンプアセンブリ内の電圧調整器に第２の量のエネルギーを伝える（ここで、この電圧調整
器は、ランプアセンブリ中に存在するデバイスに電気エネルギーを供給するように構成さ
れ、第２の量のエネルギーは、第１の量のエネルギー以外の入力信号中に存在するエネル
ギーを含む）ように構成され得る。
【００２１】
　本開示のこれらの及び他の実施形態によれば、ランプアセンブリの入力からランプアセ
ンブリの負荷へのエネルギーの送達を制御するための方法は、ランプアセンブリの入力に
対する入力信号から、入力に電気的に結合された調光器の制御設定を決定することと、入
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力から負荷に第１の量のエネルギーを伝えて、負荷が制御設定に従ってランプアセンブリ
の外部に光を発生させることをもたらすステップ（ここで、この制御設定は、負荷に伝え
られるべきユーザが所望する量のエネルギーを示す）と、入力から第２の負荷に第２の量
のエネルギーを伝えて、第２の負荷がランプアセンブリの外部に第２の量のエネルギーを
散逸させることをもたらすステップ（ここで、この第２の量のエネルギーは、第１の量の
エネルギー以外の入力信号中に存在するエネルギーを含む）とを含み得る。
【００２２】
　本開示のこれらの及び他の実施形態によれば、ランプアセンブリの入力からランプアセ
ンブリの負荷へのエネルギーの送達を制御するための方法は、ランプアセンブリの入力に
対する入力信号から、入力に電気的に結合された調光器の制御設定を決定することと、入
力から負荷に第１の量のエネルギーを伝えて、負荷が制御設定に従ってランプアセンブリ
の外部に光を発生させることをもたらすステップ（ここで、この制御設定は、負荷に伝え
られるべきユーザが所望する量のエネルギーを示す）と、入力からランプアセンブリ内の
電圧調整器に第２の量のエネルギーを伝えるステップ（ここで、この電圧調整器は、ラン
プアセンブリ中に存在するデバイスに電気エネルギーを供給するように構成され、第２の
量のエネルギーは、第１の量のエネルギー以外の入力信号中に存在するエネルギーを含む
）とを含み得る。
【００２３】
　本開示の技術的利点は、本出願に含まれる図、明細書及び特許請求の範囲から当業者に
容易に明らかになり得る。実施形態の目的及び利点は、少なくとも特許請求の範囲におい
て特に指摘された要素、特徴、及び組み合わせにより、実現され達成される。
【００２４】
　上述の一般的な説明及び以下の詳細な説明の両方が、例示であり、説明のためのもので
あり、本開示に示される特許請求の範囲を限定するものではないことが理解されるべきで
ある。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　本実施形態及びその利点のより完全な理解は、添付の図面に関連して解釈される以下の
説明を参照することにより獲得され得る。添付の図面において、同じ参照番号は同じ特徴
を示す。
【００２６】
【図１】トライアックベースのリーディングエッジ調光器を含む、当該技術分野で知られ
ているような照明システムを図示している。
【図２】当該技術分野で知られているような図１に描かれた照明システムに関連する例示
的な電圧及び電流のグラフを図示している。
【図３】位相カットトレーリングエッジ調光器を含む、当該技術分野で知られているよう
な照明システムを図示している。
【図４】当該技術分野で知られているような図３に描かれた照明システムに関連する例示
的な電圧及び電流のグラフを図示している。
【図５】照明システムの反応エネルギーを散逸させるための回路を含む、当該技術分野で
知られているような照明システムを図示している。
【図６】照明システムの反応エネルギーを散逸させるための回路を含む、当該技術分野で
知られているような別の照明システムを図示している。
【図７】省電力ランプと照明システムの他の素子との間の互換性を提供するための制御回
路を含む、本開示の実施形態に従う例示的な照明システムを図示している。
【図８Ａ】副ランプを制御するためのバックブースト変換器を含む制御回路を有する、本
開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリを図示している。
【図８Ｂ】図８Ａのものに代わるバックブースト変換器の実施形態を含む、図８Ａにおけ
るのと同様に副ランプを制御するためのバックブースト変換器を含む制御回路を有する、
本開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリを図示している。
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【図９】副ランプを制御するための自律ブロッキング発振器を含む制御回路を有する、本
開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリを図示している。
【図１０Ａ】電磁干渉フィルタから副ランプにエネルギーを導く制御回路を有する、本開
示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリを図示している。
【図１０Ｂ】電磁干渉フィルタから副ランプにエネルギーを導く制御回路を有する、本開
示の実施形態に従う別の例示的なランプアセンブリを図示している。
【図１１】電力変換器のインダクタから副ランプにエネルギーを導く制御回路を有する、
本開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリを図示している。
【図１２】図１１の制御回路のものと類似しているが、電圧調整器へのエネルギーの送達
を含む制御回路を有する、本開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリを図示して
いる。
【図１３】インダクタのフライバックストロークを用いて電力変換器のインダクタから副
ランプにエネルギーを導く制御回路を有する、本開示の実施形態に従う例示的なランプア
センブリを図示している。
【図１４】インダクタのフォワードストロークを用いて電力変換器のインダクタから副ラ
ンプにエネルギーを導く制御回路を有する、本開示の実施形態に従う例示的なランプアセ
ンブリを図示している。
【図１５】副ランプを制御するためのバックブースト変換器を含む制御回路を有する、本
開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリを図示しており、このバックブースト変
換器は、電磁干渉フィルタのインダクタを活用する。
【図１６Ａ】フライバックトポロジーを用いて副ランプを制御するためのバックブースト
変換器を含む制御回路を有する、本開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリを図
示しており、このバックブースト変換器は、電磁干渉フィルタのインダクタを活用する。
【図１６Ｂ】フライバックトポロジーを用いて副ランプを制御するためのバックブースト
変換器を含む制御回路を有する、本開示の実施形態に従う別の例示的なランプアセンブリ
を図示しており、このバックブースト変換器は、電磁干渉フィルタのインダクタを活用す
る。
【図１７】省電力ランプと照明システムの他の素子との間の互換性を提供するための制御
回路を含む、本開示の実施形態に従う別の例示的な照明システムを図示している。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図７は、省電力ランプ７４２と照明システム７００の他の素子との間の互換性を提供す
るための制御回路７１２を含む、本開示の実施形態に従う例示的な照明システム７００を
図示している。図７に示されるように、照明システム７００は、電圧源７０４、調光器７
０２、及びランプアセンブリ７３２を含み得る。電圧源７０４は、例えば米国においては
公称６０Ｈｚ／１１０Ｖの線間電圧又は欧州においては公称５０Ｈｚ／２２０Ｖの線間電
圧である、電源電圧ＶＳＵＰＰＬＹを発生させ得る。
【００２８】
　調光器７０２は、照明システム７００の他の素子への調光信号ｖΦ＿ＤＩＭを発生させ
るための任意のシステム、デバイス、又は装置を含み得、この調光信号は、調光レベルを
表すものであり、これにより、照明システム７００は、ランプに送達される電力を調整し
、よってその調光レベルに応じてランプ７４２の輝度を増減させる。よって、調光器７０
２は、図１に描かれたものと同様若しくは同一のリーディングエッジ調光器、図３に描か
れたものと同様のトレーリングエッジ調光器、又は任意の他の好適な調光器を含み得る。
【００２９】
　ランプアセンブリ７３２は、その入力において受けた電気エネルギーの全て又は一部を
ランプ７４２によって光子エネルギーに変換するための任意のシステム、デバイス、又は
装置を含み得る。さらに、ランプアセンブリ７３２は、調光器７０２とランプ７４２との
間の互換性を提供するための回路を含み得る。一部の実施形態において、ランプアセンブ
リ７３２は、多面反射体形態要素（例えば、ＭＲ１６形態要素）を含み得る。図７に示さ
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れるように、ランプアセンブリ７３２は、整流器７３４、電磁干渉（ＥＭＩ）フィルタ７
３６、電力変換器７２２、主ランプ７４２、副ランプ７５２、及び制御回路７１２を含み
得る。
【００３０】
　整流器７３４は、交流電圧調光信号ｖΦ＿ＤＩＭの全体を一方の極性のみを有する整流
された電圧信号ｖＲＥＣに変換するための、当該技術分野で知られているような任意の好
適な電気又は電子デバイスを含み得る。
【００３１】
　ＥＭＩフィルタ７３６は、ランプアセンブリ７３２に影響を与え得る整流電圧信号ｖＲ

ＥＣ中に存在し得る電磁干渉をフィルタリング又は拒否するための、当該技術分野で知ら
れているような任意の好適な電気又は電子デバイスを含み得、よって、フィルタリングさ
れた整流電圧ｖＲＥＣ＿Ｆを発生させ得る。
【００３２】
　電力変換器７２２は、入力電圧（例えば、ｖＲＥＣ＿Ｆ）を異なる出力電圧（例えば、
ｖＯＵＴ）に変換するように構成された任意のシステム、デバイス、又は装置を含み得、
この変換は、制御信号（例えば、制御回路７１２から伝達されたパルス幅変調制御信号）
に基づくものである。したがって、電力変換器７２２は、ブースト変換器、バック変換器
、ブーストバック変換器、別の好適な電力変換器、又はその任意の組み合わせを含み得る
。
【００３３】
　主ランプ７４２は、電気エネルギー（例えば、電力変換器７２２）を光子エネルギーに
変換するための任意のシステム、デバイス、又は装置を含み得る。一部の実施形態におい
て、主ランプ７４２は、ＬＥＤランプを含み得る。
【００３４】
　同様に、副ランプ７５２は、（例えば、調光器７０２により送達される）電気エネルギ
ーを光子エネルギーに変換するための任意のシステム、デバイス、又は装置を含み得る。
一部の実施形態において、副ランプ７５２は、ＬＥＤランプを含み得る。一部の実施形態
において、副ランプ７５２は、主ランプ７４２よりも著しく低い電力効率の（例えば、そ
の２分の１以下の電力効率を有する）ものであり得る。これらの及び他の実施形態におい
て、主ランプ７４２は、主として白色光を発生させるように適合され得、副ランプ７５２
は、約６７０ナノメートル～約７１０ナノメートルの波長範囲内にある琥珀色光を発生さ
せるように適合され得る。
【００３５】
　制御回路７１２は、本開示の他のところでより詳細に説明されるように、ランプアセン
ブリの入力に対する入力信号（例えば、調光信号ｖΦ＿ＤＩＭ、又はその誘導体（例えば
、整流電圧信号ｖＲＥＣ若しくはフィルタリングされた整流電圧信号ｖＲＥＣ＿Ｆ））か
ら、調光器７０２の制御設定（例えば、位相角）を決定するように構成された任意のシス
テム、デバイス、又は装置を含み得る。そのような制御設定は、主ランプ７４２に伝えら
れるべきユーザが所望する量のエネルギーを示し得る。制御回路７１２はまた、入力から
主ランプ７４２に第１の量のエネルギーを伝えて、主ランプ７４２が制御設定に従ってラ
ンプアセンブリ７３２の外部に光を発生させることをもたらすように構成され得る。制御
回路７１２はさらに、入力から副ランプ７５２に第２の量のエネルギーを伝えて、第２の
負荷がランプアセンブリ７３２の外部に第２の量のエネルギーを散逸させることをもたら
すように構成され得、ここで、第２の量のエネルギーは、第１の量のエネルギー以外の入
力信号中に存在するエネルギーを含む。副ランプ７５２に伝えられる第２の量のエネルギ
ーは、調光器７０２に関連する反応エネルギー（例えば、調光器７０２とランプ７４２と
の間の互換性を確保することに伴う反応エネルギー）、ＥＭＩフィルタ７３６に関連する
反応エネルギー、及び／又は照明システム７００中に存在する他の反応エネルギーを含み
得る。
【００３６】
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　反応エネルギーを副ランプ７５２に導くことにより、照明システム７００は、従前の調
光器互換性アプローチと比較して、多くの利点を有し得る。例えば、エネルギーは多くの
従来技術アプローチの場合のように内部に散逸される代わりにランプアセンブリ７３２の
外部に副ランプ７５２により出力されるので、温度管理を提供すること及びランプアセン
ブリ７３２の冷却における課題は低減又は排除され得る。
【００３７】
　別の例として、ランプアセンブリ７３２は、ランプアセンブリ７３２が調光器に結合さ
れていなければ副ランプ７５２は光を発生させないこととなるように構成され得る。よっ
て、ランプアセンブリの仕様は、副ランプ７５２の付加だけで、修正を必要としない場合
がある。
【００３８】
　さらなる例として、本明細書に記載される方法及びシステムは、従前のアプローチに比
べて実効調光範囲を増加させ得る。副ランプ７５２の効率が主ランプ７４２のものよりも
著しく低くなるように選択される実施形態において、副ランプ７５２の実効光出力は、図
６に示されるような反応エネルギーが主負荷に指向されるアプローチと比較して実効調光
範囲を増加させ得る。
【００３９】
　さらに別の例として、本明細書に記載される方法及びシステムは、光強度対制御設定の
任意の特定の標的を達成するために色を混合しようとしないものであり得る。その代わり
に、位相角が減少されるにつれて主ランプ７４２への電力は比例的に低下するが、照明シ
ステム７００における反応エネルギーは低下しないものであり得る。しかしながら、反応
エネルギーは、一部の実施形態においては主ランプ７４２より低い色温度を有する副ラン
プ７５２に指向されるので、ランプアセンブリ７３２による光出力は、より小さい調光器
位相角で審美的に心地よいより暖かい色を達成し得る。
【００４０】
　追加的な例として、本明細書に記載される方法及びシステムは、比較的より低コストの
ものであり得、且つ／又は従前のアプローチと比較してより小さい物理的体積を占め得る
。従前のアプローチにおいて、反応エネルギーを散逸させるために使用される散逸素子は
、典型的には嵩高く、著しい量の空間を必要とする。
【００４１】
　制御回路７１２は、本開示に記載される制御回路の機能を果たすために任意の好適な様
式で実装され得る。制御回路の例示的な実装は、図８～図１６に示されており、後述され
る。
【００４２】
　図８Ａは、副ランプ７５２を制御するためのバックブースト変換器８０２Ａを含む制御
回路７１２Ａを有する、本開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリ７３２Ａを図
示している。この実装において、パルス幅変調（ＰＷＭ）制御装置８０４は、スイッチ８
０６がアクティブであるときにはインダクタ８０８に充電し、スイッチ８０６がインアク
ティブであるときにはインダクタ８０８から副ランプ７５２に放電するように、スイッチ
８０６を作動及び非作動にし得る。制御回路７１２Ａは、副ランプ７５２に指向されるべ
き照明システム７００の反応エネルギーが存在していると判断したとき、バックブースト
変換器８０２Ａを作動させ得る。図８Ｂは、バックブースト変換器８０２Ｂが異なるトポ
ロジーを有している、図８Ａにおける実装の代替的な実装を図示している。この実装にお
いて、パルス幅変調（ＰＷＭ）制御装置８０４は、スイッチ８０６を作動及び非作動にし
得る。スイッチ８０６が作動にされているときは、電流は二巻線インダクタ８１０の巻線
８１２を通って流れ、よって、巻線８１４に電荷を蓄える。スイッチ８０６が非作動にさ
れているときは、巻線８１４が、ブリッジ整流器８１６を介して副ランプ７５２に放電さ
れ得る。
【００４３】
　図９は、副ランプ７５２を制御するための自律ブロッキング発振器を実装した制御回路
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７１２Ｂを有する、本開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリ７３２Ｂを図示し
ている。作動において、ブロッキング発振器がＥＮＡＢＬＥという信号を介して動作可能
にされると、電流が抵抗器９０２を通って流れてトランジスタ９０４にバイアスをかけ続
け得る。これが、ひいては、電流がインダクタ９０６の巻線９０８を通って流れることを
もたらし得、さらに二巻線インダクタ９０６の巻線９１０を通る流れも起こし得、これが
、ダイオード９１２に順方向バイアスをかけ、コンデンサ９１４がトランジスタ９０４の
ベースに電荷をダンプすることを可能にし得る。インダクタ９０６の巻線９０８を通る電
流は、そのインダクタンスによって支配され得、抵抗器９１６上の電圧がインダクタ９０
６の巻線９１０の駆動能力を制限するまで増加し得る。この時点で、トランジスタ９０４
は、インダクタ９０６の巻線９０８を通って流れる電流を制限し得、インダクタ９０６の
巻線９０８は、電流の変化に電圧で応答し得る。インダクタ９０６の巻線９１０がこれに
続き得、抵抗器９１８を通るトランジスタ９０４のベースからの電流経路を提供し得る。
電流の急激な減少によるインダクタ９０６の巻線９０８を横切る電圧の逆転は、ダイオー
ド９２０に順方向バイアスをかけ、副ランプ７５２内に電流を送り得る。インダクタ９０
６に蓄えられたエネルギーが副ランプ７５２内への電流中に排出されると、インダクタ９
０６の巻線が振動し始め、トランジスタ９０４が再び伝導することをもたらす。この時点
で、インダクタ９０６の巻線９０８を通る電流が増加し得、自律ブロッキング振動器のた
めの新たなスイッチングサイクルを開始する。
【００４４】
　図１０Ａは、ＥＭＩフィルタ７３６から副ランプ７５２にエネルギーを導く制御回路７
１２Ｃを有する、本開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリ７３２Ｃを図示して
いる。この実施形態において、インダクタ１００２は、巻線１００４及び１００６を有す
る二巻線インダクタを含み得る。トレーリングエッジ調光器において、調光器の始動及び
トレーリングエッジ放電は、インダクタ１００２の巻線１００４を通る電流の大きな割合
の変化を起こし得る。この大きな変化は、ひいては、インダクタ１００２の巻線１００６
上に電圧を誘導し得、よって、副ランプ７５２にエネルギーを指向させ得る。図１０Ｂは
、図１０Ａに示されるようなシングルダイオード整流器ではなく、ブリッジ整流器１０１
０が巻線１００６と副ランプ７５２との間に結合された制御回路７１２Ｃの代替的な実装
を図示している。一部の代替的な実施形態において、制御回路７１２Ｃは、図１０Ａ及び
図１０Ｂに示されるように実装される代わりに、ブロッキング発振器を実装した制御回路
７１２Ｂのものと類似した回路を含み得る。
【００４５】
　図１１は、電力変換器７２２の二巻線インダクタ１１０２から副ランプ７５２にエネル
ギーを導く制御回路７１２Ｄを有する、本開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブ
リ７３２Ｄを図示している。この実装において、制御回路７１２Ｄが副ランプ７５２にエ
ネルギーが伝えられるべきであると判断したとき、制御回路はスイッチ１１０８を動作可
能にし得る。スイッチ１１１０が動作可能にされると、インダクタ１１０２の巻線１１０
４が充電され得る。スイッチ１１１０が動作不可にされると、インダクタ１１０２内のエ
ネルギーが、巻線１１０４と１１０６との間でそれらの巻線間の反射電圧の比に基づいて
分割され得る。
【００４６】
　図１２は、図１１の制御回路７１２Ｄのものと類似した制御回路７１２Ｅを有し、イン
ダクタ１１０２の巻線１１０６からのエネルギーが電圧調整器１２０２にも送達される、
例示的なランプアセンブリ７３２Ｅを図示している。そのような電圧調整器１２０２は、
ランプアセンブリ７３２Ｅ内にバイアス電圧を発生させるために使用され得る。
【００４７】
　図１３は、インダクタ１３０２のフライバックストロークを用いて電力変換器７２２の
インダクタ１３０２から副ランプ７５２にエネルギーを導く制御回路７１２Ｆを有する、
本開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリ７３２Ｆを図示している。この実装に
おいて、インダクタ１３０２のフォワードストロークは、インダクタ１３０２の巻線１３
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０６内にバイアス電圧を発生させるために使用され得、フライバックストロークは、スイ
ッチ１３０８が動作可能にされれば巻線１３０６から副ランプ７５２に電力を送達し得る
。スイッチ１３１０が動作可能にされると、インダクタ１３０２の巻線１３０４及び１３
０６は充電され得る。スイッチ１３１０が動作不可にされると、巻線１３０４は主ランプ
７４２に放電し得、巻線１３０６は、スイッチ１３１０が動作不可にされている間、スイ
ッチ１３０８が動作可能にされると副ランプ７５２に放電し得る。さらに、スイッチ１３
１０が動作不可にされると、ランプアセンブリ７３２Ｆ内に電圧を再発生させるために、
巻線１３０６は、電圧調整器１３１２に放電し得る。巻線１３０６と類似した補助巻線を
用いたそのような電圧再発生は、多くの場合、既存のランプアセンブリにおいて一般的で
あり、よって、副ランプ７５２にエネルギーを提供するためにそのような補助巻線１３０
６を活用することは、コスト及び設計の複雑さを低減し得る。
【００４８】
　図１４は、インダクタ１４０２のフォワードストロークを用いて電力変換器７２２のイ
ンダクタ１４０２から副ランプ７５２にエネルギーを導く制御回路７１２Ｇを有する、本
開示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリ７３２Ｇを図示している。この実装にお
いて、インダクタ１４０２のフライバックストロークは、インダクタ１４０２の巻線１４
０６内にバイアス電圧を発生させるために使用され得、フォワードストロークは、スイッ
チ１４０８が動作可能にされれば巻線１４０６から副ランプ７５２に電力を送達し得る。
スイッチ１４１０が動作可能にされると、インダクタ１４０２の巻線１４０４及び１４０
６は充電され得、スイッチ１４０８が動作可能にされると、巻線１４０６は副ランプ７５
２に放電し得る。スイッチ１４１０が動作不可にされると、巻線１４０４は主ランプ７４
２に放電し得る。さらに、スイッチ１４１０が動作不可にされると、ランプアセンブリ７
３２Ｇ内に電圧を再発生させるために、巻線１４０６は電圧調整器１４１２に放電し得る
。この場合も、図１３におけるのと同様に、巻線１４０６と類似した補助巻線を用いたそ
のような電圧再発生は、多くの場合、既存のランプアセンブリにおいて一般的であり、よ
って、副ランプ７５２にエネルギーを提供するためにそのような補助巻線１４０６を活用
することは、コスト及び設計の複雑さを低減し得る。
【００４９】
　図１５は、副ランプ７５２を制御するためのバックブースト変換器を実装するためにＥ
ＭＩフィルタ７３６のインダクタ１５０２を活用する制御回路７１２Ｈを有する、本開示
の実施形態に従う例示的なランプアセンブリ７３２Ｈを図示している。作動において、ス
イッチ１５０４が動作可能にされると、インダクタ１５０２は充電され得る。スイッチ１
５０４が動作不可にされると、インダクタ１５０２は、副ランプ７５２にエネルギーを送
達する。インダクタ１５０２及び制御回路７１２Ｈによって構成されるバックブースト変
換器は、反応調光器エネルギー、調光器アタッチエネルギー、又は他のエネルギーが処理
されることを必要とする場合にのみアクティブになり得るのであるが、これは、整流電圧
ｖＲＥＣがフィルタリングされた整流電圧ｖＲＥＣ＿Ｆを上回る場合に起こる。
【００５０】
　図１６Ａは、副ランプ７５２を制御するためのバックブースト変換器を実装するために
ＥＭＩフィルタ７３６のインダクタ１６０２を活用する制御回路７１２Ｉを有する、本開
示の実施形態に従う例示的なランプアセンブリ７３２Ｉを図示している。例示的なランプ
アセンブリ７３２Ｉは、ランプアセンブリ７３２Ｉがフライバックトポロジーを利用する
こと以外はランプアセンブリ７３２Ｈのものと同一である。ＰＷＭ信号がアクティブであ
る（例えば、高い）ときは、エネルギーはインダクタ１６０２に蓄えられる。ＰＷＭ信号
がインアクティブである（例えば、低い）ときは、インダクタは副負荷７５２にエネルギ
ーを放電する。図１６Ｂは、図１６Ａに示されるようなシングルダイオード整流器ではな
く、ブリッジ整流器１６１０が二巻線インダクタ１６０２の１つの巻線と副ランプ７５２
との間に結合された制御回路７１２Ｉの代替的な実装を図示している。
【００５１】
　図１７は、省電力ランプ７４２と照明システム１７００の他の素子との間の互換性を提



(14) JP 2017-521833 A 2017.8.3

10

20

30

供するための制御回路７１２を含む、本開示の実施形態に従う例示的な照明システム１７
００を図示している。図１７は、副ランプ７５２が電圧調整器１７５２に置き換えられ、
無線トランシーバ１７５４が照明システム１７００に付加されること以外は、図７と同一
である。一部の実施形態において、照明システム１７００の調光器７０２、ＥＭＩフィル
タ７３６、及び／又は他の構成要素の反応エネルギーは、さらに又は副ランプ７５２の代
わりに、電圧調整器１７５２に送達され得る。そのような実施形態において、電圧調整器
１７５２は、ランプアセンブリ７３２中に存在するデバイスに電気エネルギーを供給する
ように構成され得る。そのような実施形態のいくつかにおいて、そのような電気エネルギ
ーが供給されるそのようなデバイスは、ランプアセンブリ７３２への及び／又はランプア
センブリ７３２からの信号を伝達するための無線トランシーバを含み得る。
【００５２】
　本明細書で使用される場合、２つ以上の素子が互いに「結合された」と言われるときは
、そのような用語は、そのような２つ以上の素子が、介在素子を伴って、又は伴わずに、
間接的に連結されているか、又は直接的に連結されているかに関わらず、電子連通してい
ることを示す。
【００５３】
　本開示は、当業者であれば理解するであろう本明細書における例示的な実施形態に対す
る全ての変更、置換、変形、修正、及び改変を包含する。同様に、適切な場合には、添付
の特許請求の範囲は、当業者であれば理解するであろう本明細書における例示的な実施形
態に対する全ての変更、置換、変形、修正、及び改変を包含する。さらに、特定の機能を
実施するように適合される、配置される、能力を有する、構成される、能力が与えられる
、操作可能である、又は機能する、装置若しくはシステム又は装置若しくはシステムの構
成要素への添付の特許請求の範囲における言及は、その装置、システム、又は構成要素を
、それ又はその特定の機能が作動されるか否か、発揮されるか否か、又は引き出されるか
否かに関わらず、その装置、システム、又は構成要素が、そのように適合される、配置さ
れる、能力を有する、構成される、能力が与えられる、操作可能である、又は機能する限
り包含する。
【００５４】
　本明細書に記載される全ての例及び条件付き文言は、当該技術分野を促進するために本
発明者により寄与された開示及び概念を理解することに関して読者の助けとなるべき教示
目的のために意図されたものであり、そのような具体的に記載された例及び条件に限定す
るものではないと解釈される。本開示の実施形態を詳細に説明したが、様々な変更、置換
、及び修正が、本開示の精神及び範囲から逸脱することなしに本発明に加えられ得ること
が理解されるべきである。
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